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研究成果の概要（和文）：ラムサール条約の実施過程における資料、具体的には、ラムサール条約締約国会議や科学技
術検討委員会（STRP）における公式文書等の検討の結果、海洋沿岸域近くの湿地については海洋環境とのリンケージが
確認されているものの、内陸部に位置する流域内湿地と海洋環境との関係については、流域からの汚染の問題を除いて
、ほとんど議論されていないことがわかった。
これは、ラムサール条約の解釈上の課題と並んで、科学者の中での湿地と海洋の認識論的な区別、あるいは湿地や流域
を専門とする科学者と海洋を専門とする科学者との間の知識や認識のギャップも大きく作用しているように思われる。

研究成果の概要（英文）：Examining documents and materials concerning the implementation process of the 
Ramsar Convention such as the official documents drafted by the COPs of the Ramsar Convention and the 
Scientific and Technical Review Panel (STRP), it has been cleared that there is a general understanding 
for the ecological linkage between wetland adjacent to the coastal area and the marine coastal 
environment in the implementation process of the Ramsar Convention.
However, on the other hand, it has hardly been discussed if there is both an ecological and institutional 
linkage between wetland located in inland basin area and marine environment, except for a problem of 
pollution from basin area to coastal or oceanic area.
It can be considered that such a result has been largely reflected by the gap of knowledge or 
understanding between scientists studying wetland or inland basin and those studying oceanography, as 
well as the interpretive problem of the Ramsar Convention.

研究分野： 越境環境ガバナンス
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１．研究開始当初の背景 
 近年の自然科学チームの研究によって、オ
ホーツク海と隣接する親潮域が持つ世界で
最も高い一次生産量（＝植物プランクトン
生産量）は、中露国境をたどりオホーツク
海に注ぐアムール川流域から流れ出る溶存
鉄によって規定されていることが明らかに
なった。 
 このような「陸-海」をつなぐ広大な生態
系を保全するために何が必要かという点に
ついて、社会科学の観点からの分析はほと
んど行われてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 アムール川からオホーツク海および親潮
域にかけての、溶存鉄を通じた巨大な生態
系の保全に対して、いかなる国際的法制度
が妥当および有効であるかについて、特に
ラムサール条約の適用可能性という観点に
着目して検討する。 
 ラムサール条約が、「陸-海」の広大な生
態系保全に対応しうるか、またロシア、中
国が同条約を実効的に実施しているか、あ
るいは問題があるとすればどこにあるのか
を明らかにする試みである。 
 
３．研究の方法 
 ラムサール条約の実行に関する資料、図
書、論文等の収集、およびその分析を通し
て、①ラムサール条約が、アムール川流域
からオホーツク海・親潮域にかけての溶存
鉄の輸送によって支えられる同地域の巨大
生態系全体をカバーする仕組みとなり得る
かに関する理論的検討、②「国際的に重要
な湿地」の登録や国内での湿地保全措置を
含む、条約の国内実施とその実効性に関す
る理論的考察、を行う。 
 以上の理論的考察を踏まえて、ラムサー
ル条約の効果的な適用が、実際にロシア、
中国の湿地保全政策の中で実行可能である
のかどうかについて、ロシア、中国の関係
者に対するインタビュー、また日本の関係
者との議論を通して検討する。 
 
４．研究成果 
（１）ラムサール条約の適用範囲およびその
射程について理論的検討を行うべく、資料、
図書および二次文献を中心に収集し、分析を
おこなった。 
 第 1に、ラムサール条約の実施過程におけ
る資料、具体的には、ラムサール条約締約国
会議や科学技術検討委員会（STRP）における
公式文書の中から、条約の適用範囲の議論に
関連すると思われる部分を抽出し、分析検討
を行った。その結果、沿岸地域に比較的近い
湿地の保全のケースでは、近接する沿岸の海
洋環境との関連性が、少なくとも部分的には
認識されている場合があることがわかった。 
 第 2に、ラムサール条約のような内陸環境
の保全レジームとは別に、地域海洋レジーム

などの海洋環境保護の条約の側から、内陸の
環境保全との関連性がどのように認識され
ているかという点についても検討を行った。
具体的にはバルト海の海洋環境保護レジー
ム(ヘルシンキ条約)の条約実施過程におけ
る文書を収集し、分析を行った。その結果、
海洋環境レジームの側においても、比較的沿
岸域に近い場所に存在する湿地の保全につ
いては、湿地と海洋環境との生態的関連性が
ある程度認識されていることがわかった。 

（２）ラムサール条約の効果的な適用が中露
両国の湿地保全政策の中で実行可能である
のかどうかについて、国内外の研究者および
関係者に対してインタビューを行った。 
 第 1に、2013 年 6月にロシア・イルクーツ
クで行われたシベリア極東水会議において
研究発表を行い、環境法のみならずロシア極
東の河川や湿地に関して研究する自然科学
研究者、実務家などと協議を行った。UNECE
越境水路保護に関するヘルシンキ条約の
2013 年発効の改正に伴って、当条約がアムー
ル・オホーツク地域の国際河川および湿地帯
にも適用可能となり、さらに適用範囲を拡大
することを狙いとしていることから、ラムサ
ール条約だけでなく、国際河川に関する他の
条約に基づいた湿地と海洋の統合的管理を
図る可能性について、大きな示唆を得た。 
 第 2に、中国黒龍江省におけるラムサール
条約の実施状況やその他の湿地管理プログ
ラムに関する現地調査を行った。その結果、
黒龍江省においては、自治体レベルで湿地管
理や復元のための積極的な取り組みが行わ
れており、ラムサール条約や中国国内の環境
法制の具体的実施を意識した形となってい
ることがわかった。しかし、この取り組みが
逆に、ラムサール条約の適用範囲に関する解
釈にどのような影響を与えるのかについて
までは、明らかにすることが出来なかった。 

（３）研究期間全体を通じて実施した研究の
成果として、ラムサール条約の実施過程にお
いて、海洋沿岸域近くの湿地については海洋
環境とのリンケージが確認されているもの
の、内陸部に位置する流域内湿地と海洋環境
との関係については、流域からの汚染の問題
を除いて、ほとんど議論されていないことも
わかった。これは、両者の生態学的なつなが
りを明確にすることが難しいという自然科
学上の問題もあるであろうが、ヒアリング調
査の結果として、科学者の中での湿地と海洋
の認識論的な区別、あるいは湿地や流域を専
門とする科学者と海洋を専門とする科学者
との間の知識や認識のギャップも大きく作
用しているように思われる。 
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